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◆ENEX2018 第42回地球環境とエネ
ルギーの調和展（Energy and Envir
onment Exhibition）／ Smart Ener
gy Japan2018 ／電力・ガス新ビジ
ネスEXPO2018
会期：2018年2月14日（水）～ 16日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト 東1・2ホール（東京
都江東区有明3-11-1）▷参加費：無料▷
主催：＜ENEX2018＞一般財団法人省エ
ネルギーセンター＜Smart Energy Jap
an2018＞株式会社JTBコミュニケーショ
ンデザイン＜電力・ガス新ビジネス
EXPO 2018＞一般財団法人省エネルギー
センター／株式会社JTBコミュニケーシ
ョンデザイン/問合せ先：JTBコミュニ
ケーションデザイン03-5657-0762

◆スマートエネルギー Week2018（第11回
［国際］太陽電池展～ PV EXPO 2018 ～

／第9回太陽光発電システム施工展／第
9回［国際］二次電池展～バッテリージ
ャパン～／第8回［国際］スマートグリ
ッドEXPO ／第6回［国際］風力発電展
～ WIND EXPO 2018 ～／第3回［国際］
バイオマス発電展／第2回［次世代］火
力発電EXPO ／第14回［国際］水素・燃

料電池展～ FC EXPO 2018 ～
会期：2018年2月28日（水）～ 3月2日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00まで）▷会場：東
京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）▷参加費：無料（登録制）▷
主催：リード エグジビション ジ
ャパン/問合せ先：03-3349-8576

●CCSテクニカルワークショップ－大規
模CO2地中技術の実用化に向けて
会期：2018年1月23日（火）▷開催時間：
10：00 ～ 17：15（受付開始9：15）▷
会場：イイノホール（東京都千代田区
内幸町2-1-1 飯野ビルディング4階）
▷参加費：無料▷主催：二酸化炭素
地中貯留技術研究組合/問合せ先：
CCSワークショップ2017事務局06-
6372-3053

●東京水素の日　記念イベント　水素エネルギ
ー推進セミナー「水素が動かす、東京の未来」
会期：2018年2月1日（木）▷開催時間：
【 第1部 】11：00 ～ 12：00（開 場10：
30）／【 第2部 】13：00 ～ 15：00（開
場12：30）▷会場：大手町サンケイプ
ラザ　ホール（東京都千代田区大手町
一丁目7番2号　4階）▷入場料：無料
▷主催：東京都環境局/問合せ先：＜
セミナーの実施について＞環境局地

球環境エネルギー部次世代エネルギ
ー推進課03-5388-3570 ／＜セミナー
の参加申込について＞水素エネルギ
ー推進セミナー事務局03-6804-6583

●バイオマスエネルギーの地域自立システム化
実証事業ワークショップin 岡山『持続可能な
バイオマスエネルギー事業の実現に向けて』
会期：2018年2月2日（金）▷開催時間：
13：00 ～ 17：20（受付開始12：45）▷会
場：TKP岡山会議室 ホール2A（岡山県岡
山市北区磨屋町1-6　岡山磨屋町ビル2F）
▷参加費：無料▷主催：国立研究開発法
人新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）/問合せ先：NEDO新エネルギー部
バイオマスグループ044-520-5271

●平成29年度NEDO『TSC Foresight』セミ
ナー（第3回）
開催日：2018年2月2日（金）▷開催時間：
10：00 ～ 17：25▷会場：イイノホール
＆カンファレンスセンター RoomA（東京
都千代田区内幸町2-1-1）▷主催：国立研
究開発法人新エネルギー・産業技術総合
開発機構（NEDO）/問合せ先：技術戦略研
究センター 044-520-5150 

●「次世代材料評価基盤技術開発／有機
薄膜太陽電池材料の評価基盤技術開
発」成果報告会
開催日：2018年2月7日（水）▷開催時
間：13：00 ～ 17：00▷会場：ステー

ションコンファレンス東京 602ABCD
会議室（東京都千代田区丸の内1丁目7
－12 サピアタワー 6階）▷入場料：無
料▷主催：次世代化学材料評価技術
研 究 組 合（CEREBA）/問 合 せ 先：
http://www.cereba.or.jp/opv/

●中小水力発電技術に関する実務研修会
（平成29年度第3回目）
開催日・時間：2018年2月8日（木）10：
50 ～ 17：00 ／ 9日（金 ）9：30 ～ 14：
35▷会場：三会堂ビル 9階 石垣記念
ホール（東京都港区赤坂一丁目9番13
号）▷今回の主テーマ：水力発電所の
改造及び運用保守▷参加費：（1名に
つき）賛助会員2万8,000円／一般3万
2,000円▷主催：一般財団法人新エネ
ルギー財団/問合せ先：新エネルギー
財団・水力地熱本部03-6810-0364

●第12回イワタニ水素エネルギーフォ
ーラム【大阪】
会期：2018年2月13日（火）▷開催時間：
13：00 ～（開場12：30 ～）▷会場：グラ
ンフロント大阪 北館地下2階 ナレッジ
キャピタル（大阪市北区大深町3-1）▷参
加費：無料▷主催：岩谷産業株式会社/
問合せ先：イワタニ水素エネルギーフ
ォーラム事務局03-5405-7030

●コージェネシンポジウム2018
開催日：2018年2月15日（木）・16日（金）

▷初日受付開始時間：12：30 ～▷会場：
イイノホール（東京都千代田区内幸町
2-2-1 飯野ビルディング）▷参加費：シ
ンポジウム＝会員3,000円・非会員
5,000円／レセプション＝会員5,000円・
非会員8,000円／テクニカルツアー＝会
員1,000円・非会員2,000円▷主催：一
般財団法人コージェネレーション・エ
ネルギー高度利用センター（コージェネ
財団）/問合せ先：コージェネ財団業務・
広報部03-3500-1612

●平成29年度 地域熱供給シンポジウム
開催日：2018年2月20日（火）▷開催時
間：14：00 ～ 16：30▷会場：品川フロ
ントビル会議室（東京都港区港南2-3-13 
品川フロントビル 地下1階）▷主催：経
済産業省資源エネルギー庁/問合せ先：
一般社団法人日本熱供給事業協会 広報
部03-3592-0852

●平成30年度ZEH施策説明会
開催日：2018年2月21日（水）▷開催時
間：14：00 ～ 17：00▷会場：すまい・
るホール（東京都文京区後楽1-4-10）▷
参加費： 3,000円（資料代など）▷主催：
一般社団法人ZEH推進協議会/問合せ先：
info@zeh.or.jp

新エネルギー関連
イベントカレンダー（1月～ 2月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会
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▼
生
き
物
と
し
て
の

ヒ
ト
、
人
間
、
人
類

現
在
、
世
界
の
人
口
は
74

億
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、

正
確
な
統
計
は
な
い
。
動
物

の
数
は
全
く
不
明
で
あ
る

が
、
そ
の
種
類
は
１
０
０
万

種
も
あ
る
と
い
う
。
ほ
か
に

植
物
や
細
菌
類
な
ど
を
含
め

る
と
、
生
物
の
種
類
は
１
０

０
０
万
種
に
も
な
る
。

不
思
議
な
こ
と
は
、
そ
う

し
た
生
物
の
存
在
す
る
理
由

と
、
そ
の
進
化
の
仕
組
み
で

あ
る
。
誰
が
設
計
し
、
進
化

を
促
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
生

き
物
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で

あ
り
「
な
ま
も
の
」
で
も
あ

る
。
さ
ら
に
そ
の
活
動
に

は
、
何
ら
か
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
摂
取
が
必
要
で
あ
り
、
太

陽
の
ほ
か
、
大
地
や
海
洋
、

あ
る
い
は
森
林
や
湖
水
な
ど

が
そ
の
供
給
源
で
あ
る
。
そ

れ
は
、「
自
然
」
の
中
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生

命
は
自
然
に
生
か
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
で
進
化
や
突
然
変

異
が
起
こ
り
、
生
命
の
誕
生
と

死
滅
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
、「
ヒ
ト
」
も
「
人
間
」

も
「
人
類
」
も
、
許
容
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
実
で
あ
る
。

▼
人
間
の
特
異
性

人
類
は
、
有
史
以
来
、
手

工
と
火
の
利
用
、
そ
し
て
言

語
を
獲
得
し
、
他
の
生
物
と

異
な
る
進
化
を
為
し
、
文
化

を
造
り
出
し
て
き
た
。
人
類

以
外
の
生
き
物
に
お
い
て
も
、

自
然
の
中
で
種
の
生
存
と
繁

栄
の
た
め
、
環
境
に
適
応
す

る
進
化
を
為
し
、
不
思
議
や

驚
嘆
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

人
類
は
、
他
の
生
物
と
比

較
す
る
と
、
地
球
と
い
う
環

境
に
お
い
て
、
特
異
な
存
在

で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
食

糧
も
人
工
的
に
作
り
出
す
。

そ
の
行
為
は
、
地
球
に
大
き

な
負
担
と
、
環
境
負
荷
を
与

え
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
獲
得

の
代
償
と
し
て
大
き
な
副
作

用
を
も
た
ら
し
た
。

そ
れ
は
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

と
い
う
術
語
で
、「
エ
ン
ト

ロ
ピ
ー
の
増
大
」
と
し
て
、

識
者
も
政
治
家
も
予
見
で
き

る
自
明
な
行
為
で
あ
っ
た

が
、
人
類
の
も
つ
弱
点
の
結

果
で
も
あ
っ
た
。

▼
日
本
語
の
成
立

さ
て
、
日
本
人
が
生
き
て

き
た
背
景
に
お
い
て
は
、
日

本
と
い
う
現
場
が
あ
っ
た
。

先
住
民
と
の
過
激
な
紛
争
は

行
わ
ず
、
融
和
し
な
が
ら
、

日
本
列
島
の
現
場
地
域
で
土

着
的
な
地
域
風
土
の
文
化
を

育
ん
で
き
た
の
が
日
本
人
の

祖
先
で
あ
っ
た
。

い
ま
か
ら
１
万
年
ほ
ど
前

か
ら
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

そ
の
過
程
で
「
言
葉
」
が

発
生
し
た
。
最
初
は
、
音
と
し

て
、
そ
の
後
、
文
字
を
使
い
、

大
陸
か
ら
の
漢
字
の
移
入
、
ひ

ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
が
駆
使
さ

れ
た
。
こ
う
し
て
、
日
本
語
が

成
立
し
、
そ
こ
で
、「
自
然
」

と
い
う
言
葉
も
定
着
し
た
。

▼
自
然
（
し
ぜ
ん
）

「
自
然
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
。

「
自
」
は
、「
発
す
る
、
始

ま
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

鉄
道
の
時
刻
表
に
も
出
発
地

あ
る
い
は
出
発
時
間
を
、
か

つ
て
は
「
自
」
と
し
て
表
記

さ
れ
て
い
た
。「
然
」
は
、

「
本
来
の
様
子
や
、
そ
の
ま
ん

ま
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
自
然
」

と
は
、「
人
為
的
に
手
を
加

え
て
い
な
い
様
子
や
対
象
」

を
い
う
。
多
く
の
生
命
は
、

「
自
然
」
と
呼
ば
れ
る
現

場
、
す
な
わ
ち
環
境
に
生
き

て
い
る
。
ま
た
、
生
命
は
、

そ
の
現
場
に
適
応
す
る
よ
う

に
進
化
し
て
き
た
。

そ
の
中
で
も
特
異
な
存
在

で
あ
る
「
ヒ
ト
」
は
、
同
じ

く
生
命
種
で
あ
る
ほ
か
の
動

物
と
と
も
に
群
れ
を
つ
く

り
、
敵
や
危
険
に
対
策
す
る

「
人
間
」
と
し
て
、
さ
ら
に

社
会
を
構
成
し
て
知
恵
あ
る

「
人
類
」
と
し
て
、
ほ
か
の

生
物
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。

▼
至
然
（
し
ぜ
ん
）

「
ヒ
ト
」
は
自
然
の
中
の

存
在
で
あ
る
が
、「
人
類
」

は
、
も
は
や
自
然
の
中
の
存

在
で
は
な
く
、
自
然
を
制
御

す
る
生
命
種
で
あ
る
。
中
世

の
騎
士
団
期
、
産
業
革
命

期
、
ポ
ス
ト
産
業
革
命
期
、

石
油
の
時
代
、
電
気
の
時

代
、
原
子
力
の
時
代
、
核
兵

器
の
脅
威
の
時
代
な
ど
と
し

て
、
特
徴
化
し
て
変
遷
し
て

き
た
「
人
類
史
」
が
あ
る
。

い
ま
、
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
ポ
ス
ト
原
子
力
の
時
代

で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
時
代

で
も
あ
り
、「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
時
代
と
同
義
語
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
人
類
の
新

た
な
適
応
は
、「
自
然
回

帰
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
新
た
な
時
代
へ
向
か

う
た
め
に
、
新
し
い
言
葉
を

造
り
、
提
案
し
た
い
。「
至

然
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
し

ぜ
ん
」
と
読
も
う
。
再
び
時

刻
表
の
例
と
し
て
説
明
す
れ

ば
、「
至
」
は
、
目
的
地
を

意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
到

達
点
で
あ
る
。

人
類
が
も
た
ら
し
た
「
本

来
の
そ
の
ま
ん
ま
」
の
状
態

か
ら
変
質
、
変
容
し
た
「
自

然
」
を
、
も
う
一
度
、
あ
る

い
は
再
び
、「
本
来
の
そ
の

ま
ん
ま
」
の
状
態
に
戻
そ

う
、
帰
ろ
う
と
い
う
意
味
を

明
示
し
た
意
味
と
し
て
の

「
至
然
」
で
あ
る
。
英
語
の

「
～
か
ら
」
の
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
の

「
自
然
」
と
、「
～
へ
」
の
to

の
「
至
然
」
の
対
比
で
あ
る
。

こ
の
「
至
然
」
を
、
筆
者

の
Ｐ
Ｃ
で
用
い
て
い
る
と
、

Ｐ
Ｃ
の
学
習
機
能
に
よ
り
、

「
し
ぜ
ん
」
と
入
力
す
る

と
、
も
は
や
「
自
然
」
と

「
至
然
」
が
候
補
と
し
て
出

て
く
る
。

年
頭
に
当
た
り
、『
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
新
聞
』
の
読
者
に
新

し
い
時
代
へ
の
強
い
ヒ
ン
ト

と
し
て
、
こ
の
「
至
然
」
と

い
う
言
葉
を
、提
案
し
た
い
。

訂
正

著
者
の
執
筆
し
た
本
紙
の
「
２
０
１
８

年
新
春
特
別
号
、
年
頭
所
感
」（
２
０
１

代
の
夜
明
け
を
求
め
て
』
の
第
３
段
目
に
あ
る
「
大
き
な

時
間
軸
で
は
、
22
世
紀
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、」
の
22

世
紀
は
誤
記
で
、
21
世
紀
と
訂
正
い
た
し
ま
す
。

８
年
１
月
８
日
発
行
、
第
95
号
18
ペ
ー
ジ
）『
水
素
時

自然回帰として筆者が手植え栽培した無農薬コシヒカリ


